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使用済燃料の中間貯蔵施設

閉じ込め機能：

遮へい機能：

臨界防止機能：

除熱機能：

使用済燃料

リサイクル燃料備蓄センターイメージ図（3,000トン規模）

輸送兼貯蔵用キャスク

約62m
約131m

約28m

二重のふたに金属製のパッキン（ガ
スケット）を挟んで、密封性を保持

キャスク胴体は、ガンマ線遮へい層
と中性子遮へい層で、放射線をキャ
スク内の、100 万分の1 まで減衰

バスケットと呼ばれる仕切り板で、使
用済燃料の臨界（核分裂の連鎖反
応）を防止

使用済燃料から発生する熱を、伝熱
フィンを通じて表面に伝え、外気で
冷却

　出典：リサイクル燃料貯蔵（株）「貯蔵建屋工事の概要について」他より作成

原子力・エネルギー図面集


